
取扱説明書

日立工機電動工具用集じん機

このたびは日立電動工具用集じん機をお買い上げいただき、
ありがとうございました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり、正しく安全
にお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られる所に大切に保管して
ご利用ください。
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ページ

、 、 の意味について

ご使用上の注意事項は「 警告」、「 注意」、「注」に区分しており、それぞ
れ次の意味を表します。

：誤った取扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷を負う可能
性が想定される内容のご注意。

：誤った取扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能性が想定さ
れる内容および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお、「 注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く
可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので、必
ず守ってください。

：製品の据付け、操作、メンテナンスに関する重要なご注意。

注注意 警告 

警 告  

注 意  

注
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作業場は、いつもきれいに保ってください。
ちらかった場所や作業台は、事故の原因になります。

作業場の周囲状況も考慮してください。
作業場は十分に明るくしてください。
可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

使用電源は、銘板に表示してある電圧・周波数で使用してくださ
い。
表示以外の電源を使用すると、火災・感電や故障の原因になります。

子供を近づけないでください。
作業者以外、集じん機やコードに触れさせないでください。
作業者以外、作業場へ近づけないでください。

作業に合った集じん機を使用してください。
指定された用途以外に使用しないでください。

コードを乱暴に扱わないでください。
コードを持って集じん機を運んだり、コードを引っ張って電源コンセン
トから抜かないでください。
コードを熱、油、角のとがった所に近づけないでください。
また、重い物を載せたり、挟み込んだりしないでください。

集じん機は、注意深く手入れをしてください。
付属品の交換は、取扱説明書に従ってください。
コードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買い求めの販売店ま
たは日立工機電動工具センターに修理を依頼してください。
継ぎ（延長）コードを使用する場合は、定期的に点検し、損傷している場
合には交換してください。

次の場合は、集じん機のスイッチを切り、元の電源をＯＦＦにして
ください。
使用しない、または修理する場合。
ホース、フィルタなどの付属品を交換する場合。
その他、危険が予想される場合。

警 告

集じん機の安全上のご注意
火災、感電、けがなどの事故を未然に防ぐために、次に述べる「安全上のご
注意」を必ず守ってください。
ご使用前に、この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上、指示に従っ
て正しく使用してください。
お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管して
ください。

１

２

３

４

５

６

７

８
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不意な始動は避けてください。
電源につないだ状態で、スイッチに指を掛けて運ばないでください。
さし込みプラグを電源コンセントにさし込む前に、スイッチが切れてい
ることを確かめてください。
油断しないで十分注意して作業してください。
集じん機を使用する場合は、取扱方法、作業のしかた、周りの状況など
十分注意して慎重に作業してください。
集じん機から離れて作業する場合は、集じん機の運転状況（異常音、粉じ
ん吹出し、発煙など）に十分注意しながら作業してください。
常識を働かせてください。
疲れているときは、使用しないでください。
損傷した部品がないか点検してください。
使用前に、保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し、正常
に作動するか、また、所定機能を発揮するか確認してください。
可動部分の位置調整および締付け状態、部品の破損、取付け状態、その
他、運転に影響を及ぼすすべての箇所に異常がないか確認してください。
損傷した保護カバー、その他の部品交換や修理は、取扱説明書の指示に
従ってください。取扱説明書に指示されていない場合は、お買い求めの
販売店または日立工機電動工具センターに修理を依頼してください。
スイッチが故障した場合は、お買い求めの販売店または日立工機電動工
具センターに修理を依頼してください。
スイッチで始動および停止操作のできない集じん機は、使用しないでく
ださい。
集じん機の修理は、専門店に依頼してください。
この集じん機は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでくださ
い。
修理は、必ずお買い求めの販売店または日立工機電動工具センターにお
申し付けください。
ご自分で修理すると、事故やけがの原因になります。

警 告

９

１０

１１

１２
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必ずアース（接地）してください。
故障や漏電のとき、感電の恐れがあります。（詳細は１５ページの「２．ア
ース（接地）、漏電しゃ断器の確認」の項をご参照ください。）

連動コンセントに接続できる電動工具の消費電力は強運転時１００
～３００Ｗ、弱運転時１００～８００Ｗまでです。
上記を超える消費電力の電動工具を連動コンセントに接続して使用する
と、定格以上の電流が流れ、連動回路やさし込みプラグなどの故障やけ
がの原因になります。

定格１５Ａ以上の電源コンセントを単独で使用してください。
他の器具と併用すると、異常発熱による火災の原因になります。

以下のものは吸い込まないでください。
金属の研削、切断作業時に発生する火花。
火のついた、たばこの吸いがらなど高温度の物。
引火性物質（ガソリン、シンナー、ベンジン、灯油、塗料など）、爆発性
物質（ニトログリセリンなど）、発火性物質（アルミニウム、亜鉛、マグネ
シウム、チタン、赤リン、黄リン、セルロイドなど）。
釘、カミソリの刃など鋭利な物。
木片、金属、石、ひもなど。
セメント粉・トナーなど固化するものや、金属粉・カーボン粉など導電
性の微粉じん。
油、熱湯、薬液、洗剤など発泡性のある液体。
水、油などの液体。〔RP３０MY（D）の場合〕
火災やけがの原因になります。

フィルタは正しくセットして使用してください。
フィルタをはずしたまま使用したり、セット位置を誤ったまま使用した
り、破れたフィルタを使用したりしないでください。
モーター焼損などの故障の原因になります。

機体やさし込みプラグ、連動コンセントに水や油などをかけたり
しないでください。
この機体は防水構造ではないため、感電や故障の原因になります。

機体の吸込口・吸気口・排気口をふさいだ状態で使用しないでく
ださい。
モーターの温度が異常に上昇し、部品の変形や、モーター焼損などの故
障の原因になります。

警 告

電動工具用集じん機の使用上のご注意
先に集じん機として共通の注意事項を述べましたが、電動工具用集じん機とし
て、さらに次に述べる注意事項を守ってください。
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フロートが動作したまま、またホース、吸口などに異物が詰まっ
たまま運転しないでください。
モーターの温度が異常に上昇し、部品の変形や、モーター焼損などの故
障の原因になります。

機体を倒したり、横倒しの状態で使用しないでください。
感電や故障の原因になります。

転倒などによる機体の変形、破損防止のため、機体は静かに移動
してください。
破損や亀裂、変形があると、けがの原因になります。

誤って落としたり、ぶつけたときは、機体などに破損や亀裂、変
形がないことをよく点検してください。
破損や亀裂、変形があると、けがの原因になります。

使用中、機体の調子が悪かったり、異常音がしたときは、直ちに
スイッチを切って使用を中止し、お買い求めの販売店または日立
工機電動工具センターに修理を依頼してください。
そのまま使用していると、けがの原因になります。

継ぎ（延長）コードを使用するときは、アース線を備えた３心キャ
ブタイヤケーブルを使用してください。
アース線のない２心コードですと、感電の原因になります。

この機体は屋内用です。決して屋外で使用しないでください。
絶縁劣化による感電・漏電火災の原因になります。

警 告

８
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各部の名称

操作パネル

ヘッド

吸込口

連動用
コンセント

モード切り替えスイッチ

電源スイッチ

フック

コード

クランプ

タンク

排気口

３Ｐポッキン
（可倒式さし込み）プラグ

アースクリップ

可倒式接地極

コード

キャスタ

キャスタ（ストッパ付）

取っ手

銘板

吸気口
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仕 様

項 目
ＲＰ３０ＭＹ ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）

使 用 電 源 単相交流５０/６０Ｈｚ 共用　　電圧１００Ｖ　

単相直巻整流子モーター

強　１１．９Ａ・弱　６．９Ａ

モ ー タ ー

乾湿両用用 　 　 途

電 　 　 　 流

強　１１３０Ｗ・弱　６３０Ｗ

強１．６ｍ３／ｍｉｎ
弱１．３ｍ３／ｍｉｎ

消 費 電 力

強１００～３００Ｗ・弱１００～８００Ｗ（接続できる電動工具の消費電力）連動用コンセント

強３．２ｍ３／ｍｉｎ
弱２．３ｍ３／ｍｉｎ

強２１．６ｋＰａ｛２２００ｍｍ水柱｝
弱１４．７ｋＰａ｛１５００ｍｍ水柱｝

布フィルタ 粉じん用フィルタ

最 大 風 量

※１

最 大 真 空 度

フィルタタイプ

内径φ３８ｍｍ×長さ２．５ｍ 内径φ２５ｍｍ×長さ５ｍホ 　 ー 　 ス

１０Ｌ集 じ ん 容 量

１０Ｌ ー吸 水 容 量

奥行３４０× 幅３４０× 高さ４４０ｍｍ

６．９ｋｇ ７．４ｋｇ

外 形 寸 法

質 量　※２

アースクリップ付３心キャブタイヤケーブル ５ｍコ ー ド

形 名

乾式

※１：内径φ３８ｍｍのホース（別売部品）を使用した場合は、強３．２ｍ３／ｍｉｎ・

弱２．３ｍ３／ｍｉｎです。
※２：コード、付属品を除く。
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標準付属品

①

②

③ ④

⑤
⑥

①

②

⑥

RP ３０ＭＹ

RP ３０ＭＹ（Ｄ）

ホース
（内径φ２５ｍｍ

×５ｍ）

① ホース
（内径φ３８ｍｍ×長さ２．５ｍ）･･･１本

② 延長管･････････････････････････２本
③ ホース接続ハンドル ････････････１個
④ 床用吸口･･･････････････････････１個
⑤ すき間用吸口･･･････････････････１個
⑥ アダプタ･･･････････････････････１個
⑦ D３８アダプタ（M３８用）
（マキタ電動工具との接続用）･･･１個

⑧ D３８アダプタ（M２６用）
（マキタ電動工具との接続用）･･･１個

⑨ ポリ袋
（幅５３０ｍｍ×深さ６００ｍｍ）
（１０枚入） ････････････････････１個

① ホース
（内径φ２５ｍｍ×長さ５ｍ） ･････１本

② ホースバンド･･･････････････････５個
③ すき間用吸口･･･････････････････１個
④ D２５アダプタ（M３８用）
（マキタ電動工具との接続用）･･･１個

⑤ D２５アダプタ（M２６用）
（マキタ電動工具との接続用）･･･１個

⑥ ポリ袋
（幅５３０ｍｍ×深さ６００ｍｍ）
（１０枚入） ････････････････････１個

⑨

④

⑦

⑧

③

⑤
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１ ．フィルタ・ホース・吸口など

別売部品は生産を打ち切る場合が
ありますので、ご了承ください。（ ）別 売 部 品

部 品 名 コードＮｏ． 用 途

紙フィルタごと捨てるこ
とで、清潔にゴミ捨てが
できます。
水は吸引できません。
紙フィルタ使用時は、布
フィルタまたは粉じん用
フィルタを併用してくだ
さい。

適用形名

ＲＰ３０ＭＹ

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）

ＲＰ３０ＭＹ

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）

ＲＰ３０ＭＹ

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）

００３２ー３７０３

ナイロンフィルタ 水、湿った粉じんを吸引
するとき使用します。

ホース

（内径φ３８ｍｍ×長さ２．５ｍ）
内径が太いため、作業場、
その他の一般清掃すると
き使用します。
電動工具と接続しても使
用できます。

ホース

（内径φ２５ｍｍ×長さ５ｍ）

延長管

内径が細く５ｍと長いた
め、電動工具と接続して
使用するとき、使用しま
す。

作業場、その他の一般清
掃するとき使用します。

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）

紙フィルタ（５枚入り）

３２３７０４

３２０９８３

３２０９８４

３２０９９０
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部 品 名 コードＮｏ． 用 途

作業場、その他の一般清
掃するとき使用します。

適用形名

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）３２０９９１

３２０９９２

ホース接続ハンドル

床用吸口

ホースと電動工具のコー
ドを包み込み、物に引掛
かりにくくします。

ＲＰ３０ＭＹ

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）

ホースバンド（ゴム製）

ホースバンド

ホース（内径φ２５ｍｍ）と
電動工具のコードを束ね
て、物に引掛かりにくく
します。（５個入り）

ＲＰ３０ＭＹ

集じんアダプタを使用す
る場合、機体のアダプタ
と接続するため使用しま
す。

すき間用吸口

ホースカバー ３２０４４７

ＲＰ３０ＭＹ

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）

３０８４７０

３１２８１２

３０６０４８

φ３８

φ６５

φ７５

呼

径

３２０９９３

３１９９８４



－１１－

表中の適用形名で下記の消費電力を超える電動工具は、連動用コンセン
トに接続しないでください。定格以上の電流が流れ、連動回路やさし込
みプラグなどの故障やけがの原因になります。下記の消費電力を超える
電動工具は、この機体のさし込みプラグを接続している電源コンセント
とは別のコンセントに接続してください。
この機体を強運転する場合…電動工具の消費電力１００～３００Ｗまで
この機体を弱運転する場合…電動工具の消費電力１００～８００Ｗまで

警 告

２ ．集じんアダプタ・ジョイント

ＰＤＨ－１８０Ｃ

集じんアダプタ・ジョイント
適 用 形 名

適 用 製 品 名

ディスクサンダ用［コードＮｏ．９８６３８３］

Ｓ１０ＳＡ２

３０９８１９

３１５９２４

３１７８１２

３０８４０１

ディスクグラインダ用
①ダイヤモンドホイール使用時
［コードＮｏ．００３２ー３９１８］

Ｇ１０Ｂ２
Ｇ１０ＭＨ
Ｇ１０ＭＬ
Ｇ１０ＳＢ１
Ｇ１０ＳＨ３
Ｇ１０ＳＬ３
Ｇ１０ＳＭ２

Ｇ１０ＳＰ３
Ｇ１０ＶＨ
Ｇ１０ＹＡ１
Ｇ１０ＹＨ
Ｇ１０ＹＨ２
ＰＤＡ－１００Ｈ
ＰＤＨ－１００Ｈ

ディスクグラインダ用
②ホイルガードベースセット使用時

Ｇ１３Ｓ４
Ｇ１３ＳＨ３
Ｇ１３ＳＭ２
Ｇ１３ＳＰ

Ｇ１３ＶＨ
Ｇ１３ＹＥ
Ｇ１３ＹＨ２

Ｇ１５ＳＰ

Ｇ１５ＹＥ

Ｇ１８ＳＨ
Ｇ１８ＹＢ

Ｇ１８ＳＰ

ジョイント

［コードＮｏ．
３１９９８６］

集じん
アダプタ
［コードＮｏ．
３０９６８２］

コードＮｏ．

３１５１１７



－１２－

（次ページへ続く）

３０８７７６

Ｖ－１４ Ｖ－１９

①インパクトドリル

ＤＶ１０Ｖ
ＤＨ１８Ｍ
ＤＨ１８ＶＢ
ＤＨ２４ＰＡ
ＤＨ２４ＰＢ
ＤＨ２４ＰＣ

ＤＨ１５ＤＶ
ＤＨ２０ＤＶ
ＦＤＶ１２Ｖ２
ＦＤＶ１６ＶＢ

ＤＶ２０ＶＢ

ジョイント

［コードＮｏ．
３１９９８６］

集じん
アダプタ

３１７８７６

振動ドリル用
９８６３８４

９８６３８５

コードＮｏ．

ＤＶ１６ ＤＶ２１Ｖ

９８６３８６ ＶＴＰ－２５

振動ドリル用

コードＮｏ．
ロータリハンマドリル用
（コードレスロータリハンマドリル）

ＤＨ２５ＰＢ９９０９１０

コードＮｏ．ロータリハンマドリル用

②ロータリハンマドリル
［コードＮｏ．３０８７７４］

ジョイント

［コードＮｏ．
３１９９８６］ ＤＨ２４ＰＤ

ロータリハンマドリル用

ドリルビット専用
錐径５～１８ｍｍ
長さ２０９ｍｍまで（

（

カッタ用［コードＮｏ．９８６３８２］

ＣＭ４Ｙ２

集じんアダプタ・ジョイント
適 用 形 名

適 用 製 品 名



－１３－

９８６３８７

集じんアダプタ・ジョイント
適 用 形 名

適 用 製 品 名

ＤＨ４０ＭＢ
ＤＨ４０ＭＲ

ＤＨ４０ＳＡ
ＤＨ４０ＳＲ

ＤＣ１２０ ＤＣ１２０ＶＡ

ＣＪ６５ＳＣ
ＣＪ６５ＴＣ

ＣＪ６５ＶＣ
ＣＪ７０Ｖ

コードＮｏ．

３１７３４１

ハンマドリル用

９８６３８８

ダイヤモンドコアドリル用

乾式ダイヤモンドコアビット使用時
［コードＮｏ．３１４６５３］

ＰＲ－２５Ｂ ＰＲ－３８Ｅ

ＤＨ３５

ルータ用 コードＮｏ．

９９７４６６

３０８１０６

Ｍ８ Ｍ１２

Ｍ１２ＢＡ

ＣＪ５５
ＣＪ５５ＶＡ
ＣＪ６５ＶＥ

ＦＣＪ５５ＳＡ
ＦＣＪ５５ＶＡ２
ＦＣＪ６５Ｖ

コードＮｏ．

３０６０５４

３０６０２１

ジグソー用

ドリルビット専用
錐径１１～２２ｍｍ
長さ２８０ｍｍまで（

（

ロータリハンマドリル用

③乾式ダイヤモンドコアビット使用時
［コードＮｏ．３１５６３３］ ＤＨ１８ＶＢ

ＤＨ２４ＰＡ
ＤＨ２４ＰＢ
ＤＨ２４ＰＣ

ＤＨ２４ＰＤ
ＤＨ２５ＰＢ
ＤＨ２０ＤＶ

（前ページからの続き）



９９７６４１

－１４－

集じんアダプタ・ジョイント
適 用 形 名

適 用 製 品 名

Ｃ７ＦＳＢ２
Ｃ７ＦＳＨ２
Ｃ７ＦＳＢ
Ｃ７ＦＳＨ
Ｃ８ＦＢ２
Ｃ８ＦＣ
Ｃ８ＦＳＢ
Ｃ８ＦＳＨ

Ｃ１０ＦＢ
Ｃ１０ＦＤ３
Ｃ１０ＦＳＡ
Ｃ１０ＦＳＨ
Ｃ１２ＦＡ
Ｃ１２ＦＳＡ
Ｃ１５ＦＢ

ＳＶ１２ＳＤ ＳＶ１３Ｙ

かんな用［コードＮｏ．３１３９２８］

ランダムサンダ用

オービタルサンダ用［コードＮｏ．３０００８２］

Ｐ２０

卓上丸のこ用 コードＮｏ．

３０８５０６

３０８５０７

オービタルサンダ用［コードＮｏ．９６３５５７］

ＦＳ１０ＳＡ２

Ｃ１０ＦＥ
Ｃ１２ＦＳ

Ｃ１５ＦＣ

集じん丸のこ用 Ｃ４ＹＡ１
コードＮｏ．

３１９３５０
（Ｌ字形） Ｃ４ＹＡ１



－１５－

作業前の準備
ご使用前に次の準備をすませてください。

１．タンク内の付属品を取り出す
作業前にタンク内の付属品を取り出してください。

用 途

ＲＰ３０ＭＹ

○ 電動工具でのコンクリートや木材
などの研削、切断、穴あけ作業時
に発生する粉じんの集じん。

○作業場、その他の一般清掃。
○床にこぼした水などの液体吸引。

○ 電動工具でのコンクリートや木材
などの研削、切断、穴あけ作業時
に発生する乾いた細かい粉じんの
集じん。

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）では、水は吸引できません。注

ご使用にさきだち、電源に労働安全衛生規則や電気設備の技術基準などに
規定された感電防止用漏電しゃ断装置（以下、漏電しゃ断器と言います）が
設置されていることを確認してください。
また、この機体は必ずアース（接地）をしてください。定格感度電流１５ｍＡ

以下、動作時間０．１秒以下の電流動作型の漏電しゃ断器が設置されている
電源でお使いになる場合でも、より安全のためにアースされるようおすす
めします。
アースは、接地極のある電源コンセントに３Ｐポッキンプラグ（接地極付

プラグ）をさし込んで行ないます。接地極のない電源コンセントに接続する
ときは、下記の図のように接地極を折り曲げて電源コンセントにさし込み、
アースクリップをアース線に接続して行ないます。

２．アース（接地）、漏電しゃ断器の確認

アース線をガス管に取付けると爆発の恐れがあるので、絶対に取付けな
いでください。

警 告



－１６－

３．継ぎ（延長）コード

継ぎ（延長）コードは、損傷のないものを使用してください。

警 告

電源が離れているときは、電流を流すのに十分な太さの継ぎ（延長）コー
ドをできるだけ短くして使用します。
次の表は、コードの太さ（導体公称断面積）によって、機体に使用できる

コードの最大長さを示します。

導体公称断面積 最大長さ

１５ｍ

２５ｍ
３．５ ｍｍ２

５．５ ｍｍ２

　騒音防止規制について 
騒音に関しては、法令や各都道府県などの条例で定める規制があります。 
ご近所に迷惑をかけないよう、規制値以下でご使用になることが必要です。 
状況に応じ、しゃ音壁を設けて作業してください。  

４．作業環境の整備・確認
作業する場所が２ページの「集じん機の安全上のご注意」①、②、④項に

かかげられているような適切な状態になっているかどうか確認してくださ
い。

アース線
アースクリップ

３Ｐポッキン（可倒式さし込み）プラグ

接地極を
折り曲げる

アースクリップ、アース線は、異常のないことを確認してからご使用くだ
さい。テスターや絶縁抵抗計などをお持ちでしたら、アースクリップと機
体金属外枠との間の導通を確認してください。
地中に接地極（アース板、アース棒）を埋め、アース線を接続するなどの

接地工事は、電気工事士の資格が必要ですので、お近くの電気工事店にご
相談ください。

必ずアース（接地）できる接地用の１心
をもつ３心キャブタイヤケーブルをお使い
ください。



－１７－

１．使用電源を確かめる
必ず銘板に表示してある電圧でご使用ください。表示を超える電圧で使用

するとモーターの回転が異常に速くなり、機体が破損する恐れがあります。
また、直流電源で使用しないでください。機体の損傷を生じるだけでなく、

事故の原因になります。

２．電源スイッチが切れていることを確かめる
電源スイッチが入っているのを知らずにさし込みプラグを電源コンセント

にさし込むと不意に機体が起動し、思わぬ事故のもとになります。
電源スイッチ（６ページの図参照）は、「強」側または「弱」側を押すと入

り、「切」に戻すと切れます。電源スイッチが「切」になっていることを必ず
確認してください。

ご使用前に

ご使用前に次のことを確認してください。１～３項については、さし込
みプラグを電源コンセントにさし込む前に確認してください。

警 告

４．電源コンセントの点検
さし込みプラグをさし込んだとき、電源コンセントがガタガタだったり、

さし込みプラグがすぐ抜けるようでしたら修理が必要です。お近くの電気工
事店などにご相談ください。
そのままお使いになりますと、過熱して事故の原因になります。

３．フィルタの確認
フィルタは２０ページの「３．フィルタを取付ける」の項を参照のうえ、正

しく取付けてください。



使 い 方

ホースの取扱いはていねいにしてください。ホースを無理に曲げた
り、踏みつけたり、ホースを引っ張って集じん機を移動したりしな
いでください。また、ホースを折り曲げたまま収納しないでくださ
い。
ホースの変形などの原因になります。

注

１．ホースを接続する
付属品のホース（Ａ側）をタンクの吸込口に「カチッ」と音がするまで押し

込み、接続します。（下左図）
ホースを取りはずす場合は、吸込口のボタンを押しながらホースを引いて

はずします。（下右図）

－１８－

Ａ側

押し込む

ホース

吸込口

タンク
ボタン

引く

ホース

吸込口

ヘッド上面を踏み台にしたり、座ったりしないでください。
急に機体が動き出し、転倒するなど、けがの原因になります。

注 意



－１９－

２．ポリ袋を取付ける（ポリ袋なしでも使用できます。）

（ａ）クランプ（３個）をはずして、取
っ手（６ページの図参照）を持っ
て引き上げ、ヘッドを取りはず
します。

（ｂ）タンク内側の吸込口にポリ袋の
穴をさし込みます。このとき吸
込口の抜け止め突起の奥側まで
押し込みます。

（ｃ）ポリ袋をタンクの内面に沿って
広げた後、ポリ袋の端部をタン
クの外に引き出します。
吸込口部のポリ袋の端部は、タ
ンクの口元から出さないでくだ
さい。

（ｄ）次ページの「３．フィルタを取
付ける」の項に従い、フィルタ
パッキン部がポリ袋をしっかり
はさみ込むようフィルタを取付
けます。

ポリ袋には粉じんをためすぎないでください。
ポリ袋が破れる原因になります。
吸込口部のポリ袋の端部は、タンクの口元から出さないでください。
（下図参照）
タンク上面からポリ袋の端部を全て出すと、ポリ袋がしぼみ、集じん
できません。

注

（１）付属のポリ袋を使用する場合

（２）市販品のポリ袋を使用する場合

市販品のポリ袋は、２０Ｌ（幅５３０ｍｍ×深さ６００ｍｍ）が使用可能で
す。ただし厚さ０．０４ｍｍ以上のものをご使用ください。

注

（ａ）ポリ袋の端部から約６０ｍｍのとこ
ろに３０～４０ｍｍの切りを入れま
す。

（ｂ）ポリ袋取付け、他は付属のポリ
袋を使用する場合と同じです。

３０～４０ｍｍ

６
０
ｍ
ｍ

この部分のポリ袋端部は、
タンク上面に出さない

ポリ袋

抜け止め
突起

タンク
上面

クランプ

タンク内側の
吸込口

ポリ袋



－２０－

フィルタ（布フィルタまたは粉じん用フィルタ）は、必ず取付けてくだ
さい。
モーター損傷の原因になります。
サンディング粉、石材粉など細かい粉じんを集じんする場合は、別売部
品の紙フィルタを使用してください。
詳細は、３１ページの「１２．紙フィルタ（別売部品）の取付け方」の項
を参照してください。
乾湿両用フィルタですので、水などの液体を吸水するときも取りはずさ
ないでください〔ＲＰ３０ＭＹの場合〕。

警 告

３．フィルタを取付ける

ナイロンフィルタ（別売部品）使用時にも、ナイロンフィルタの内側
にフィルタケージが入っていることを確認してください。

注

（１）フィルタパッキンがタンク口
元にかかっていることを確認
してください。

（２）左図のようにフィルタケージ
が入っていることを確認して
ください。

ＲＰ３０ＭＹの場合

粉じん用フィルタは、水の吸引ができません。注

吸込口

タンク
口元

（１）フィルタパッキンがタンク口
元にかかっていることを確認
してください。
フィルタケージは、入ってい
ません。

フィルタ

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）の場合

タンク

フィルタ
ケージ

タンク
口元

フィルタ

フィルタ
パッキン

吸込口

フィルタ
パッキン

（次ページへ続く）



－２１－

４．床用吸口、延長管他を取付ける … 掃除機として使用する場合

①ホース、②ホース接続ハンド
ル、③延長管、④床用吸口の順に
接続します。
接続は、矢印方向に押し込みま

す。
用途によりすき間用吸口を取付

けることもできます。

押し込む

押し
込む

②ホース接続ハンドル
①ホース

③延長管
（２本）

④床用吸口

押
し
込
む

ＲＰ３０ＭＹの場合

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）の場合

掃除機として使用する場合は、別売部品の①ホース、②ホース接続ハンド
ル、③延長管、④床用吸口をご使用ください。
付属品のホースの先端に付属品のすきま用吸口をさし込むと、ちょっとし

た床掃除をする場合に便利です。

（２）左図のように粉じん用フィル
タがヘッドにさし込まれてい
ることを確認してください。

（３）ノブボルトを右に回して、締
まっていることを確認してく
ださい。

粉じん用
フィルタ

ノブボルト

ヘッド

しまるゆるむ



－２２－

５．電動工具を接続する

ホース

（ＲＰ３０ＭＹ）

粉じん排出口

電動工具と接続して使用する場合は、１１～１４ページの「２．集じん
アダプタ・ジョイント」の項を参照してください。

注

ＲＰ３０ＭＹと電動工具を接続する場合は、ホース先端に付属のアダプタを
接続してください。
次に、１１～１４ページの「２．集じんアダプタ・ジョイント」の項を参照

して接続します。

電動工具（Ｃ５ＹＢ）

アダプタ ジョイント
（別売部品）

集じんアダプタ
（別売部品）

電動工具（Ｃ８ＦＣ）

付属品のホースを電動工具の粉じん排出口または集じんアダプタにさし込
みます。



内径
φ３４ｍｍ

（マキタ）電動工具と接続するアダプタを標準付属しています。

接続方法と適用機種を下記します。

（マキタ）電動工具と接続する場合

（日立工機）

集じん機

RP３０MY

接続用部品

（標準付属品）

D３８アダプタ（M３８用）

RP３０MY（D）

内径
φ２５ホース

D２５アダプタ（M３８用）

内径
φ３４ｍｍ

外径
φ３４ｍｍ

内径
φ３８ｍｍ

○ 防じんマルノコ
５０２３KB ５０３４FKB ５０４４KB
５０５５KB ５０５５FKB
５０３５KB ５０４５KB ５０２７KB
５０４７KB

○ 充電式防じんマルノコ
５０３６DRA ５０３６DA

○ 防じんカッタ
４１２３KB

○ 集じんカバー付ディスクサンダ
９５２６BSK

○ ホイールサンダ
９７４０ ９７４１SP１

○ スライドマルノコ
LS０７１２　LS０７１３　LS０７１３FL
LS０８１１　LS０８１２
LS０８１３F LS０８１３FL LS１０１４
LS１０１５　LS１２１３

○ 卓上マルノコ
LS０８３１ LS１０４０F LS１２１３
LS０８４０F
LS０８４０FL LS１２２０ LS１５１０

○ 防じんマルノコ
５２０５FX

○ 内装マルノコ
５２４０L

○ 内装直角マルノコ
５２１０L

（マキタ）電動工具

D３８アダプタ（M２６用）

－２３－

D２５アダプタ（M２６用）

外径
φ３４ｍｍ

外径
φ２５ｍｍ

内径
φ４０ｍｍ

外径
φ４０ｍｍ

内径
φ３８ｍｍ

内径
φ３８ホース

外径
φ４０ｍｍ

外径
φ２５ｍｍ

内径
φ４０ｍｍ

RP３０MY

内径φ３８ホース

RP３０MY（D）

内径φ２５ホース



－２４－

連動用コンセントには、この機体の電源スイッチ、モード切り替えスイ
ッチの位置にかかわらず、電圧がかかります。
電動工具のさし込みプラグを連動用コンセントにさし込む場合、電動工
具のスイッチが切れていることを確認してください。
電動工具のスイッチが入っているのを知らずにさし込みプラグを連動用
コンセントにさし込むと不意に機体が起動し、思わぬ事故のもとになり
ます。
下記の消費電力を超える電動工具は、連動用コンセントに接続しないで
ください。定格以上の電流が流れ、連動回路やさし込みプラグなどの故
障やけがの原因になります。下記の消費電力を超える電動工具は、この
機体のさし込みプラグを接続している電源コンセントとは別のコンセン
トに接続してください。
この機体を強運転する場合…電動工具の消費電力１００～３００Ｗまで
この機体を弱運転する場合…電動工具の消費電力１００～８００Ｗまで

電動工具が一重絶縁品の場合は、電動工具のアースクリップを必ずアー
ス端子に接続してください。（アースクリップ付２ピンプラグの場合）
アースクリップをアース端子に接続しないと感電の恐れがあります。
さし込みプラグの抜け止めがかかっている状態で、コードを引っ張らな
いでください。さし込みプラグを左に回し、抜け止めをはずしてからさ
し込みプラグを抜きとってください。

警 告

６．連動用コンセントの使い方

この機体は、強運転時１００～３００Ｗ、弱運転時１００～８００Ｗまでの消費
電力の電動工具が接続できます。
接続する電動工具の消費電力を確認します。
上記を超えている電動工具の場合は、機体のさし込みプラグを接続してい

る電源コンセントとは別のコンセントに接続してください。
この場合、電動工具のスイッチの操作でこの機体の運転・停止はできませ

ん。

（１）接続する電動工具の消費電力の確認



－２５－

カバーを持ち上げて、電動工具
のさし込みプラグを連動用コンセ
ントにさし込み、右に回します。
回らなくなったところで、さし

込みプラグの抜け止めがかかりま
す。
さし込みプラグを抜く場合は、

左に回してから引き抜きます。

（２）電動工具のさし込みプラグの接続
カバー

連動用コンセント

電動工具の
さし込みプラグ

電動工具の
アースクリップ

アース端子

電動工具が一重絶縁品のアース
クリップ付２ピンプラグの場合
は、電動工具のアースクリップを
必ずアース端子に接続してくださ
い。

（３）アースクリップの接続

しまる

３Ｐポッキン（可倒式さし込み）
プラグの場合は、接地極端子を伸
ばしてから連動用コンセントにさ
し込み、右に回します。

連動用コンセント

電動工具の
３Ｐポッキンプラグ

接地極を
伸ばす

電動工具の
さし込みプラグ

電動工具の
アースクリップ

アース端子

ゆるむ



－２６－

（１）モード切り替えスイッチ
「連動」側を押すと接続した電動
工具のスイッチの操作で、この機
体の運転・停止が可能になりま
す。
「単動」側を押すとこの機体の電
源スイッチで運転・停止が可能に
なります。

７．モード切り替えスイッチ、電源スイッチの操作

モード切り替え
スイッチ 電源スイッチ

（２）電源スイッチ
「強」側を押すと機体が強運転、

「弱」側を押すと弱運転が可能にな
ります。
「切」に戻すと機体が停止します。
モード切り替えスイッチが「単

動」の場合、電源スイッチの操作
で運転・停止します。

連動

単動

（３）各スイッチの操作の手順

① モード切り替えスイッチの「連動」側を押します。
② 電源スイッチの「強」または「弱」側を押します。
③ 接続した電動工具のスイッチの操作で、この機体も連動して運転・停
止します。なお、ホース内の粉じんを吸い込むため、電動工具のスイ
ッチを切った後も、機体は数秒間運転し、停止します。

（ａ）電動工具とこの機体を連動させて使用する場合

① モード切り替えスイッチの「単動」側を押します。
② 電源スイッチの「強」または「弱」側を押すと、機体が運転します。停
止させるときは、「切」側に戻します。

（ｂ）掃除機として使用する場合

電動工具と接続して使用する場
合は、ホースとコード（電動工具
用）がからまないよう付属のホー
スバンドで固定してください。
約１ｍの間隔で結束してくださ

い。

ホースバンド
電動工具の
電源コード

８．ホースバンドを取付ける … ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）の場合

フック（金具）を引掛ける 集じん機のホース

連動用コンセント

強

切

弱



－２７－

ＲＰ３０ＭＹ の場合
使用中に吸込力が低下した場合、下記手順で除じんしてください。

９．フィルタの除じん

必ず電源スイッチを切り、さし込みプラグを電源コンセントから抜いて
ください。

警 告

タンク内の粉じんがタンク中央部以上に堆積した場合、除じんが利きに
くくなりますので、粉じんは早めに捨ててください。

注 意

（１）クランプをはずして、ヘッド（６ページの図参照）を取りはずします。
手順は、次ページの「１０．粉じんを捨てる」の項を参照してください。

（２）フィルタがタンクに組込まれた状態で、フィルタの内側面を数回たたい
て付着した粉じんを落とします。吸込力が回復します。

（３）ヘッド、クランプをもとの位置に取付けます。取付け方法は、次ページ
の「１０．粉じんを捨てる」の項を参照してください。

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）の場合
使用中に吸込力が低下した場合、下記手順で除じんしてください。

（１）クランプをはずして、ヘッド（６ページの図参照）を取りはずします。
手順は、次ページの「１０．粉じんを捨てる」の項を参照してください。

（２）フィルタがタンク内に組込まれた状態で、フィルタの内側面を数回たた
いて付着した粉じんを落とします。
次に、ヘッド部の粉じん用フィルタ（２１ページの上図参照）は、表

面を軽くたたいて付着した粉じんを落とします。吸込力が回復します。

（３）ヘッド、クランプをもとの位置に取付けます。取付け方法は、次ページ
の「１０．粉じんを捨てる」の項を参照してください。



－２８－

１０．粉じんを捨てる

必ず電源スイッチを切り、さし込みプラグを電源コンセントから抜いて
ください。

警 告

タンク、フィルタ、ヘッドに強い衝撃を与えないでください。
変形、破損の原因になります。
粉じんの吸込量にもよりますが、タンク内の粉じんは毎日１回以上捨て、
機体、フィルタなどを常に清潔に保ってください。
吸込力の低下やモーターの故障、悪臭発生やさびの原因になります。
タンク内の粉じんを捨てるときは、クランプを持たないでください。
クランプが破損する原因になります。

注 意

粉じんのたまったポリ袋をタンクから取り出すときは、タンク内の
突起部に引っかけないようにポリ袋を取り出してください。
ポリ袋が破れる原因になります。
ポリ袋には、粉じんをためすぎないでください。
ポリ袋が破れる原因になります。

注

ＲＰ３０ＭＹの場合

タンク内に液体が入ったまま機体を横倒しにしないでください。
モーター部、スイッチ部に液体が入り、感電やモーター故障の原因にな
ります。

警 告

（１）クランプ（３個）（６ページの図参照）をはずして、ヘッドの取っ手を上
方へ引き上げます。（次ページの図参照）

（２）フィルタの内側面を数回軽くたたいて、フィルタに付着した粉じんを落
とします。次に、タンクからフィルタとフィルタケージをはずします。

（３）タンクを倒し、粉じんを捨てます。（次ページの図参照）

（４）フィルタ、フィルタケージ、ヘッド、クランプをもとの位置に取付けま
す。



－２９－

取っ手

フィルタケージ

クランプ
（３個）

フィルタ

タンク

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）の場合

サイディング粉、石材粉など細かい粉じんの集じんを続けると、
徐々にフィルタが目詰りし、吸込力が低下します。このようなとき
は、早めに粉じんを捨ててください。

注

（１）クランプ（３個）をはずして、ヘッドの取っ手（６ページの図参照）を上
方へ引き上げます。

（２）フィルタの内側面を数回軽くたたいて、フィルタに付着した粉じんを落
とします。次に、タンクからフィルタをはずします。

（３）ヘッドを下にして、ノブボルト（２１ページの上図参照）をゆるめて、
粉じん用フィルタを抜き取ります。タンクの上で粉じん用フィルタの表
面を軽くたたいて、付着した粉じんを落とします。

（４）タンクを倒して、粉じんを捨てます。（上図参照）

（５）粉じん用フィルタ、ノブボルト、フィルタ、ヘッド、クランプを元の位
置に取付けます。

引き上げる

ヘッド

タンク

吸込口



－３０－

１１．運搬・保管

運搬・移動する場合は、左図のよ
うにヘッド部の取っ手を持って行な
います。
取っ手を使用しない場合は、ヘッ

ド部に収納しておいてください。

（１）取っ手の使用方法

キャスタ（ストッパ付）のレバーを
下げると車輪の回転が固定されます。
車輪の固定を解除する場合は、レバ
ーを上げます。
機体を車に積んで移動する場合、

キャスタを固定すると機体の動き止
めができ便利です。
ただし、機体を移動する場合は、

キャスタの固定が解除されているこ
とを確認してください。キャスタの
破損の原因になります。

（２）キャスタの固定・解除

掃除の途中にちょっと中断したい
ときに、フックの延長管のパイプホ
ルダを引掛けることができます。
そのまま保管できます。
コードも束ねて引掛けることができ
ます。

（３）機体を保管する場合

取っ手

コード

延長管

パイプ
ホルダ

フック
コード

ヘッド

タンク

レバー

キャスタ
（ストッパ付）

ホース

下げると
固定

上げると解除



－３１－

１２．紙フィルタ（別売部品）の取付け方

必ず電源スイッチを切り、さし込みプラグを電源コンセントから抜いて
ください。
紙フィルタを使用するときは、標準付属の布フィルタと併用してくださ
い。（ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）の場合、標準付属の粉じん用フィルタと併用して
ください。）
万一、紙フィルタが破損したとき、モーターに粉じんが入り、異音や異
常発熱による火災の原因になります。

警 告

紙フィルタ使用時は、水などの液体、湿った粉じんを吸わせないでくだ
さい。
破ける原因になります。

注 意

（１）紙フィルタの吸込用の穴がタンクの上
側になるよう紙フィルタを横方向に広
げます。（左図）

（２）機体に装着する前に、ボール紙につい
ている２ヵ所の折り目を矢印の方向へ
折り曲げます。（下図）

（３）紙フィルタの吸込用の穴を機体の吸込
口に合わせます。図の矢印方向へ、紙
フィルタのボール紙が吸込口にある抜
け止め突起より奥側になるよう、しっ
かりとさし込んでください。

ボール紙

折り曲げる
折り目

吸込口

抜け止め突起
ゴムパッキン

紙フィルタ

吸込用の穴

吸込口 吸込用の穴

紙フィルタ

広げる

広げる



保守・点検

点検・手入れの際は、必ず電源スイッチを切り、さし込みプラグを電源
コンセントから抜いてください。
ぬれた手で作業しないでください。
感電やけがの原因になります。

警 告

１．フィルタの手入れ

フィルタは消耗品ですので、予備品を準備されることをお勧めしま
す。
布フィルタは、目詰まりがひどい場合でも軽くたたく程度にしてく
ださい。ブラシで強くこすったりすると寿命が短くなります。

注

ＲＰ３０ＭＹ（Ｄ）の場合

フィルタが目詰まりしますと、吸込力が著しく低下しますので、フィルタ
の内側を軽くたたき、こまめに除じんしてください。

粉じん用フィルタは、目詰りがひどくなると、吸込力が著しく低下します
ので、表面を軽くたたき、こまめに除じんしてください。
粉じん用フィルタは、絶対に水洗いしないでください。破損する原因にな

ります。

－３２－

フロート機構について ＲＰ３０ＭＹの場合…

フロートが働いたままで、運転を続けないでください。
モーターの温度が異常に上昇し、部品の変形や、モーター焼損など故障
の原因になります。
洗剤など発泡性の液体や泡を吸い込ませないでください。
フロートが働く前に空気の出口から泡がふき出します。
そのままお使いになると、感電や故障の原因になります。

警 告

この機体には、一定量以上の水を吸い込んだ場合に、モーター内に水が入
るのを防ぐフロート機構が付いています。
フロートが動作して、水を吸い込まないときは、速やかにスイッチを切り、

タンク内の水を捨ててください。

（次ページへ続く）



－３３－

２．各部取付けねじの点検
各部取付けねじでゆるんでいるところがないかどうか定期的に点検してく

ださい。もしゆるんでいるところがありましたら締め直してください。

粉じん用フィルタをすかして見て、破れや穴の有無を点検してください。
（下図）

フィルタ

３．モーター部の取扱いについて
モーター部の巻線は機体の重要な部分です。巻線に傷、洗油および水をつ

けないよう十分注意してください。

５．機体や付属品の保管
機体や付属品の保管場所として、下記のような場所は避け、安全で乾燥し

た場所に保管してください。
○お子様の手が届いたり、簡単に持ち出せる場所
○軒先など雨がかかったり、湿気のある場所
○温度が急変する場所
○直射日光の当たる場所
○引火や爆発の恐れがある揮発性物質の置いてある場所

このような場所
には保管しない。

４．表面のよごれの清掃
機体の外枠のよごれは乾いたやわらかい布かまたは石けん水をつけた布な

どでふいてください。
塩素系溶剤、ガソリン、シンナー、石油、灯油類はプラスチックを溶かす

作用をしますので使わないでください。



－３４－

ご修理のときは
この機体は、厳密な精度で製造されています。もし正常に作動しなくなっ

た場合は、決してご自分で修理をなさらないでお買い求めの販売店または
日立工機電動工具センターにご依頼ください。
ご不明のときは、裏表紙の営業拠点にご相談ください。
その他、部品ご入用の場合や取扱い上でお困りの点がありましたら、ご遠

慮なくお問い合わせください。

※（外観などの一部を変更している場合があります。）



５０２
部品コード　Ｃ９９１３６２０１

お買い上げ日　　年　　月　　日 販売店

製造番号（Ｎｏ．） 電話番号

お客様メモ
お買い上げの際、販売店名・製品に表示されている製造番号（Ｎｏ．）などを下欄に
メモしておかれますと、修理を依頼されるとき便利です。

営 業 本 部 〒１０８-６０２０ 東京都港区港南二丁目１５番１号（品川インターシティＡ棟）
（０３）５７８３-０６２６（代）

北海道支店 〒０６０-０００３ 札幌市中央区北三条西四丁目（日生ビル）
（０１１）２７１-４７５１（代）

東 北 支 店 〒９８４-０００２ 仙台市若林区卸町東三丁目３番３６号
（０２２）２８８-８６７６（代）

東 京 支 店 〒１０８-６０２０ 東京都港区港南二丁目１５番１号（品川インターシティＡ棟）
（０３）５７８３-０６２９（代）

中 部 支 店 〒４６０-０００８ 名古屋市中区栄三丁目７番１３号（コスモ栄ビル）
（０５２）２６２-３８１１（代）

北 陸 支 店 〒９２０-００３１ 金沢市広岡二丁目１３番３７号（ＳＴ金沢ビル）
（０７６）２６３-４３１１（代）

関 西 支 店 〒５３０-０００１ 大阪市北区梅田二丁目６番２０号（スノークリスタル）
（０６）４７９６-８４５１（代）

中 国 支 店 〒７３０-００１１ 広島市中区基町１１番１３号（第一生命ビル）
（０８２）２２８-０５３７（代）

四 国 支 店 〒７６１-０１１３ 高松市屋島西町字百石１９８１
（０８７）８４１-６１９１（代）

九 州 支 店 〒８１３-００６２ 福岡市東区松島四丁目８番５号
（０９２）６２１-５７７２（代）

日立工機電動工具センターにご用命のときは、下記の営業拠点にお問い合わせ
ください。

電動工具ご相談窓口 お買物相談などお気軽にお電話ください。

お客様相談センター 0120- 20 8822（無料）
※携帯電話からはご利用になれません。（土・日・祝日を除く　午前９：００～午後５：００）

フリーダイヤル

全 国 営 業 拠 点


